











































































う表現を用いているが，その英語原文はChina re-reeled silk ではないかと
思われる。もし，筆者の推定が正しければ，神鞭は re-reeled という語句
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Annual Report of the Silk Association of America, May 13th, 1874, p.28.)，富
田の提案は具体化することになった。
( 2 ) 加藤・阪田・秋谷(1987) 60頁。典拠は，⽛三条公への建議書⽜(⽝大久保利
通文書⽞第六，465-473頁)。
( 3 ) Third Annual Report of the Silk Association of America, May twelfth, 1875,
p.21.
( 4 ) 神鞭(1875) 1000-1009頁。




( 6 ) 例えば，神鞭訳には⽛亜米利加合衆国糸絹公会社⽜という語句がでてくる










( 8 ) 井川(1992) 234頁も別の史料に依拠して同様の指摘を行っている。
( 9 ) 神鞭(1875) 1006頁には，⽛此等ノ糸ハ亜米利加ノ私共ノ所用(尚口々若干
ノ限アル荷高ヨリハ為相用不申候得共)ニ適当セシメンカ為ニ特別ノ注意ヲ
以テ製シ出サレタルモノト心得サルヘカラスト存候程ニ有之候⽜とある。









(15) United States Tariff Commission(1926) pp.123-124.
(16) ⽛撚った糸であれ無撚の糸であれ，絹糸をẫからボビンに巻くことが，織
布工場の工程で緯糸と経糸の両方を準備する最初の工程となる。⽜(United
States Tariff Commission(1926) p.73.)
(17) United States Tariff Commission(1926) p.73.
(18) 萩原(1912) 277頁。
(19) 加藤・阪田・秋谷(1987) 228頁，史料 3 新井領一郎書簡(A4号)［星野
長太郎・明治 9年 5月23日］。
(20) ⽝蚕業新報⽞第241号(1913年 4月) 63頁。
(21) なお，これより先の1868年にも既に⽛大量の提糸が繰返し不良で，それゆ
え買い手に多大な損失をもたらしている⽜との指摘があった(Yokohama
General Chamber of Commerce(1868) p.5.)。
90
(22) 三谷(1918b) 746頁。

































































Silk Association of America, Annual Report of the Silk Association of America.
United States Tariff Commission(1926) Broad-Silk Manufacture and the Tariff,
Government Printing Office.
Minutes of the Half-Yearly General Meeting of the Yokohama General Chamber of
















Matsui, Shichiro(1930) History of the American Silk Industry, Howes Publishing
Company.
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